
○災害に強い国土幹線ネットワークの機能確保
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○災害に強いまちづくりの推進

国 土 強 靱 化

市民会館（函館市）

【出典：令和5年度北海道局関係予算概算要求概要(令和4年8月）】

未開通延長割合

・北海道 約33％
・全国（北海道を除く） 約11％

高規格幹線道路の開通率 ※北海道局調べ

北海道横断自動車道 蘭越～倶知安
※計画段階評価中

北海道縦貫自動車道 中川～天塩
※計画段階評価中

北海道横断自動車道 占冠～十勝清水
※4車線化事業中

北海道横断自動車道 別保～尾幌
※計画段階評価中

北海道横断自動車道 女満別空港～網走
※計画段階評価中

■市街地における地区レベルの
避難路・避難施設等の整備

■住宅や建築物の耐震化の促進■高潮・侵食・津波対策施設
などの海岸保全施設整備

■浸水を回避する高規格道路等の整備

港町地区（厚岸町）

厚岸町津波緊急避難施設（完成イメージ図）

旭川十勝道路 上富良野～中富良野
※計画段階評価を進めるための調査

度杭崎海岸（森町）
どくいさき

護岸整備
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防 災 ・ 減 災、

【海岸事業】度杭崎海岸（森町）

【河川事業】望月寒川放水路（札幌市）

■５か年加速化対策の効果発揮事例
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国 土 強 靱 化

【道路事業】本別浦幌線 第６浦幌橋（浦幌町）

【道路事業】洞爺湖登別線 落石対策（壮瞥町）
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●予防保全と事後保全の対策費用差額

イ ン フ ラ メ

予防保全への本格転換を図り、
計画的な老朽化対策を推進
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待ったなしのインフラ老朽化対策
●建設後50年を経過する施設の割合

更新費 7.5 兆円
更新・改修費 3.7兆円

維持・修繕費 0.4兆円 維持・修繕費 0.4兆円

3.8兆円コストダウン

更新・改修費2.2兆円

維持・修繕費0.4兆円4
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※道が管理する施設の維持管理・更新等に係る経費の見込み額（今後40年間の推計）

予防保全型

【出典：北海道インフラ長寿命化計画（行動計画）（令和5年3月）】

R1予算ベース40年間累計

予防保全により
トータルコストを縮減しても

年間不足額
1.5兆円÷40年＝375億円/年

※単純平均

■健全性の診断においてⅣと判定されている橋梁

市道鷹泊三合沢線（三合沢線橋）（深川市）

20年後には多くの施設で50%を超える

村道中島公園線（中島橋）（音威子府村）

注1）管理施設数はR5.3末時点
注2）河川管理施設は、堰、樋門樋管、水門、排水機場
注3）砂防関係施設は、砂防堰堤、地すべり防止施設、急傾斜地崩壊防止施設、雪崩防止施設

道路橋
5,663橋

トンネル
119箇所

河川管理施設
5,359基

ダム
17基

砂防関係施設
1,774箇所

護岸
（建設海岸）

376km

下水管路等
360km

道営住宅
957棟

：R5.3末現在 ：20年後

3,901橋

51箇所

3,323基

8基

1,047箇所

308km
270km

545棟

1,300橋 17箇所 375基 319箇所0基 120km 0km 38棟

●橋梁の令和３年度末時点の点検結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道

全国

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
※グラフは地方公共団体を対象

道路メンテナンス年報(令和4年8月)

北海道内の
健全性Ⅲ・Ⅳの措置状況

（令和３年度末時点）

判定区分

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全段階

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階

Ⅰ：277,291橋
（42％）

Ⅱ：328,839橋
（50％）

Ⅰ：10,341橋
（40％）

Ⅱ：11,707橋
（45％）

Ⅲ：54,045橋（8％）

Ⅳ：627橋（0.1％）

Ⅲ：3,660橋（14％）

Ⅳ：51橋（0.2％）

市道沼ノ端西２条線（勇払１号橋）



ン テ ナ ン ス

○老朽化対策予算の確実な確保
○長寿命化や維持管理に係る制度の創設や財政支援の充実・強化

＜要 望＞

○老朽化対策予算の確実な確保
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■老朽化対策における新技術の開発・導入による効率化・省力化

■インフラ長寿命化に向けた連携体制の推進

市町村等への支援職員の技術力確保 利用者の理解と協働の推進

職員ドローン操作研修 北海道道路メンテナンス会議

ドローンによる橋梁の点検と画像診断

ドローンによる撮影 解析ソフトによるひび割れ診断

撮影写真からコンクリートのひび割れ
を自動検出し、幅・長さをデータ化

▼道路（橋梁）

▼観測施設（河川情報）

右：無線施設
下：危機管理型

水位計

▼下水道ポンプ施設

▼河川管理施設（樋門） ▼海岸保全施設

中の川（小樽市）

▼公営住宅

道営住宅（滝川市）

離岸堤などの海岸保全施設の健全度把握のためドローンを活用し、

3次元測量を実施。（従来は、船上からの目視や写真による点検）

頓別川（浜頓別町） 銭函海岸（小樽市）

石狩川流域下水道
奈井江浄化センター（奈井江町）

北海道の道路パネル展

妹背牛橋（妹背牛町）

ドローンによる3次元測量
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